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・炎症 

微生物が体内に侵人して、自分の体がそれを「悪いものだと」判断した 

場合，最終的に「炎症」という戦闘状態になります。そしで炎症が終わる 

（戦いが終わる）と感染症は治っていきます 

 

 

・化膿性炎症 

さて，ここからは「細菌」感染症に話をしぼります。ちょっと汚いです 

が，ニキビヤ深爪をしぼると出てくるあの白っぼい液は、膿といいます・ 

ところでそういう状態のときには膿が出る前から・赤く腫れて，痛くて， 

そして熱をもつたような状態になりますね。この①発赤②腫脹③疼痛 

④発熱という 4つの状態になることを「炎症」といいます。そして最終 

的に膿が出るような炎症のことを「化膿慨症」といいます。 

 

 

 

■細菌とウイルスの違い 

生物の増殖には自分の DNAを複製・増殖させる必要がありま 

す．よって細菌は周りに「えさ」さえあればどこでも簡単に自分の DNA 

を複製・増殖させ，繁殖することができる生物といえます。一方、ウイル 

スは「中に DNA（または RNA）が 1，2本入ったカプセル」という非 

常にシンプルな粒了（微生物に分類されますが厳密には生物でない）で、 

細菌のように自らえさを食べて自分の DNAを増殖させるような機能は 

もっていません。ですからいくらウイルスの多いところにジュースを置い 

ておいてもウイルスが増殖することはありません． 

 

 

・ウイルスの増殖 

ウイルスは他の生物の細胞内に入り込み，その細胞がもつている増殖機 

構を借りて，自分の DNA（RNA）を増殖させてしまうという方法で増 

殖します。すなわち，他の生物の細胞の中に偉人し，「寄生」しないと増 

えることができないのです．ですから一般的には「ウイルスは他人の細胞 

の中で悪さ（増殖）し，細菌は他人の細胞の外で悪さ（増殖）する」とい 

えます（例外もあり）。免疫学においては．ここが細菌とウイルス 

の最も重要な違いなのです． 

 

ところでウイルスの侵入に対し，なぜ「体液性免疫」で防御しないので 

しょうか。ウイルスに対する抗体をつくって好中球に食べてもらえばよさ 

そうに思えますね。しかしウイルスにはその方法が使えないのです。なぜ 

かというと，たしかにウイルスが侵入するとそのウイルスに対する抗体は 

つくられるのですが，抗体は細胞の中に入っていくことができないのです． 

抗体は細胞の外で悪さをしている細菌には結合できても，細胞の中で悪さ 

をしているウイルスには手出しできないのです． 

 

 

・ウイルスが侵入する細胞は決まっている 

ウイルスが侵入できるのは、自分が結合できる蛋白を表面にもっている細胞だけ。 

かぜのライノウイルス；CD54という表面蛋白に結合して中にはいる。CD54は細胞と細胞をくっつける接着

分子。 

 

 

・インターフェロン 

インターフェロンは、サイトカインの一種で、ウイルスの複製を阻害します。 

 



 

・抗原はいつも外からとは限らない！ 

「抗原：antigen」とは，それに特異的な「抗体：antibody」と結合できる 

物質の総称で，この世のすべての物質が抗原になりえます・「抗原」とい 

うと外部から体内に侵入した物質がイメージされますね。しかし、自分の 

体の一成分も他人にとっては抗原になりえますし，なにかの間違いで自分 

自身の成分に対して自分が抗体をつくつてしまうこともあります。 

 

 

・ネクローシスとアポトーシス 

 感染細胞に限らず，すべての細胞の「死に方」にはおおまかに 2つのパ 

ターンがあります．1つは細胞膜に穴が空けられたり，酸素が止められて 

しまったりといった受動的な傷害による細胞死で，これを細胞の「壊死（ネ 

クローシス）：necrosis」といいます． 

 もう 1つは，なんらかのきっかけにより細胞が自殺してしまう「アポトー 

シス：apoptosis」という細胞死です．もともと細胞はある条件を満た 

すと自殺するようにプログラムされているのです．ですからアポトーシス 

は別名「プログラム細胞死」ともよばれています．アポトーシスの場合は、 

外側の膜が壊されるのではなく，細胞内の核にある DNAが自然にバラバ 

ラになってしまう（DNAの断片化）という中からの崩壊です． 

 

 

・発熱 

局所的な「発熱」は末梢の循環血液量の増加によるもの 

全身の発熱はプログスタグランジン E2(PGE2)が視床下部の体温調節中枢に作用するため。 

 

 

■脂質メディエーターの働き 

・平滑筋収縮作用 

多くの脂質メディエーターがもつ作用である「平滑筋収縮作用」というのは 

「気管支または腸管の平滑筋収縮」と考えてください。すなわちこれらの脂 

質メディエータ一により，気管支はギュッと締めつけられ閉塞気味になります。こ 

れが「気管支喘息」で，気管支を通る呼吸音がヒューヒュー，ゼーゼーと鳴り、呼 

吸が苦しくなります。腸管の場合はおなかが痛くなったり下痢が生じたりしま。 

 

これらの脂質メディエーターがマスト細胞からばらまかれること 

で生じるアレルギー反応は，数分～数十分とスピーディーに生じるため「即 

時型（アレルギー）反応」またの名を「アナフィラキシー反応」とよばれ 

ます。 

 

花粉症やアレルギー性鼻炎は，ヒスタミンを代表とする脂質メデイエー 

タ一によって鼻粘膜の血管が拡張・透過性亢進するため水分（鼻汁）が増 

えます。またヒスタミンのせいで鼻や目がかゆくなったりします．治療は 

やはり抗ヒスタミン剤が使われます． 

 

 

■血液型 

 

「自分の赤血球は A型」という意味は，「自分の赤血球上に A抗原が存 

在し，そのため血清中に抗 A 抗体はもたない（抗 B抗体はつくられてい 

る）」ということを表しています． 



 
 

 

「A型の人に B型や AB型の赤血球を輸血」したらどうなるでしょうか？ 

すでに述べたように，A型の人は血清に抗 B抗体をもっています．そこ 

に B抗原が表出した B型または AB型赤血球が入ってくると，当然抗原 

抗体反応が生じ それによる補体の活性化によって輸血した赤血球が破壊 

（溶血）されてしまいます。 

 ここのポイントは，A型の人の赤血球に A抗原があるから B型輸血が 

ダメなのではなく．A型の人は血清に抗 B抗体をもつているから B型赤 

血球の輸血がタメという点です． 

 

 

・血清のつくりかた 

現在では異種血清を使用する機会は少ないのですが，ハブ・マムシ・ウ 

ミへどなどの毒蛇咬症や，破傷風，ジフテリア．ボツリヌス，狂犬病など 

毒素が強い疾患に対して，ウマからつくられた「抗○○毒素ウマ血清」が 

投与されることがあります．本当は「抗毒素ヒト血清」があればいいので 

すが．ヒトにあえてヘビ毒を投与して抗毒素抗体をつくらせるわけにいか 

ないでしょう．だから他の動物の血清でつくってもらっているのです． 

 

 

 

ツベルクリン反応；アレルギー反応を利用した検査法。結核菌に対する防御反応の程度をみる反応。 

 

 

・ステロイドホルモン 

副腎で生理的につくられているホルモンであるステロイドホルモンは，生体 

のさまざまな細胞の働きに対して抑制的に作用するホルモンです．ステロイ 

ド薬は白血球すべての動き（貪食．サイトカイン産生，遊走．脱顆粒 などすべて） 

を止めるため、強力な抗炎症作用、免疫抑制作用をもち，アレルギー疾患や自己免 

疫疾患といった過剰な免疫反応によって生じる疾患に対して用いられます．一方， 

白血球の動きを止めるということは当然感染に弱くなります．しかし，敗血症のよ 

うに感染が碇原因であっても「原因の感染以上にサイトカインによる炎症が激しく， 

臓器損傷や臓器機能障害をすぐに止めなければならない」という場合には．原因が 

感染であってもステロイド薬の投与が必要となるのです．そういう場今はもちろん 

長期的な投与・ではなく単発的に投与し，同時に原因となった侵襲（原疾患）に対す 

る治療を行うということになります． 

 

 



ところが免疫について偏った考えをもつ一部の人たちは，「せっ 

かく自然な生体防御である免疫反応が（治癒するために）炎症を引き 

起こしてくれたのに，それを抑える薬などを使うから病気が治らない 

のだ」などと表現し，一切の抗炎症剤，ステロイド，免疫抑制剤、抗 

がん剤 ひいては緩和医療におけるモルヒネ製剤までも否定しようと 

します．実際に病院の現場で苦痛と戦う患者さん方と毎日接している 

臨床医にとっては，申し訳ないですが「論外」な発想です． 

 くり返しになりますが、「免疫」は機能的に適切か否かが重要であっ 

て，万能な防御システムとして表現すべきではないと考えます．stage 

69で，がん細胞は「免疫監視機構」をすり抜けて増殖する，と説明し 

ました．こう書くと「免疫力が弱いからがんになる！」と考えてしま 

う人もいるかもしれませんが，それは正確な理解ではありません．健 

康で，免疫の機能が充分に正常であってもがん細胞はその監視機構を 

すり抜けるから手ごわいのであって，免疫が正常であれば「がん」に 

ならないという意味ではないのです．「免疫」という概念を「がんの発 

生も進行も抑え込む万能なシステム」として神格化し，それを持ち上 

げるために現在の医療を否定する一部の論調に私は賛成できません． 

 

 


